
中形形鋼圧延設備用電気品（1961年）

東海道新幹線試運転（1962年）

東洋電機製造は、1918年（大正7年）、当時外国からの輸入に頼っていた

鉄道車両用電機品の国産化の使命を帯びて創業いたしました。

以来、当社は社会インフラの構築と産業の発展に貢献し、

多くのお客様からのご信頼を得て、来る2018年に創業100周年を迎えます。

当社は、これからも優れた技術と製品を通じて、エネルギーの効率的利用を実現し、

人々が求める「安心・安全・快適な社会」の基盤を支えてまいります。

2010
築き上げた信頼とともに
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 編集方針
本レポートは幅広いステークホルダーの皆様に、当社への
理解を深めていただくことを目的として2013年に初めて
発行しました。
本レポートでは、経営方針に加え、当社の事業、CSR、財務
に関する報告を統合し、1年間の取り組みや今後の方向性
などをわかりやすくご紹介するように努めています。

 報告対象期間
2013年5月期（2012年6月から2013年5月）の活動を中心に
記載しています。一部対象期間外の内容も紹介しています。

 報告対象の組織
当社および連結子会社を含めた当社グループ企業を対象
としています。

 参考にしたガイドライン
・ GRI「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン
第3.1版」
・ 環境省「環境報告ガイドライン（2012年版）」   

鉄道車両用電機品の国産化を使命として創業

1945
戦後復興と高度経済成長に貢献

1958
高速鉄道の技術発展に寄与

研究開発体制を強化

創業当時の横浜工場（1919年）

横浜製作所に研究開発棟
「エンジニアリングセンター」竣工
（2010年）

パンタグラフ（1922年）

1918
経営理念

東洋電機グループは下記の経営理念を掲げ実践し社業を発展させ

株主及び関係者各位の付託と理解に応え社員と喜びを共にする

倫理を重んじ社会・顧客に貢献する
進取創造の気風を養い未来に挑戦する

品質第一に徹し信用を高める

行動指針
1. 顧客に対しタイムリーかつスピーディーに応える
2. 何事にも先見性と創造性をもってチャレンジする
3. 常に自己啓発に励みスキルの向上に努める
4. 広い視野をもって互いに影響し合い成長する
5. よき社会人・企業人として自覚と誇りをもって行動する

 2001年6月制定

1988
グローバル展開を本格化

パナマ運河向け曳船用電気機関車
（2000年）

沿革
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